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【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ８ Ｌ 3 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ８ Ｌ 2 9 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｄ ０ １ Ｆ 6 / 1 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ８ Ｌ 3 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ８ Ｌ 2 9 / 0 4 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　 Ｄ ０ １ Ｆ 6 / 1 4 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 8 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ニ オ ン 性 基 を 有 す る 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） と 澱 粉 （ Ｂ ） と を 含 有 し 、  
該 澱 粉 （ Ｂ ） の ア ミ ロ ペ ク チ ン 含 有 量 が ５ ０ ～ １ ０ ０ 質 量 ％ で あ る 、 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 澱 粉 （ Ｂ ） が 、 置 換 度 が ０ よ り 大 き く ３ 以 下 の 変 性 澱 粉 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） に お け る ア ニ オ ン 性 基 の 変 性 量 が ０ ． １ ～ １  
０ モ ル ％ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） の 粘 度 平 均 重 合 度 が ３ ０ ０ ～ ３ ， ０ ０ ０ で あ  
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） と 澱 粉 （ Ｂ ） の 質 量 比 （ Ａ ／ Ｂ ） が １ ５ ／ ８  
５ ～ ７ ０ ／ ３ ０ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ヘ イ ズ が ３ ０ ％ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 澱 粉 （ Ｂ ） が 、 置 換 度 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ の 変 性 澱 粉 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹  
脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） と 澱 粉 （ Ｂ ） の 質 量 比 （ Ａ ／ Ｂ ） が ３ ０ ／ ７  
０ ～ ７ ０ ／ ３ ０ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 樹 脂 組 成 物 を 含 む 成 形 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 フ ィ ル ム 又 は 繊 維 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 成 形 体 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 水 溶 性 フ ィ ル ム 又 は 水 溶 性 繊 維 で あ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 成 形 体 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
［ 合 成 例 １ ２ ］
　 還 流 冷 却 器 、 撹 拌 機 、 温 度 計 、 窒 素 導 入 管 及 び 粒 子 の 添 加 口 を 備 え る 反 応 器 に 、 前 記 澱  
粉 － ９ を １ ０ ０ 質 量 部 、 水 １ ０ ０ ０ 質 量 部 を 仕 込 ん だ 。 内 温 が ５ ０ ℃ に な る ま で 加 温 し 、  
そ の ま ま ３ ０ 分 攪 拌 し て 澱 粉 を 溶 解 さ せ た の ち 、 室 温 ま で 放 冷 し た 。 こ こ に モ ノ ク ロ ロ 酢  
酸 １ ７ ０ 質 量 部 を 添 加 し 、 室 温 で 撹 拌 し な が ら ２ ０ 質 量 ％ 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 ５ ０ 質  
量 部 を 滴 下 し た 後 、 内 温 が ５ ５ ℃ に な る ま で 加 熱 し ３ 時 間 撹 拌 し て カ ル ボ キ シ メ チ ル 化 を  
行 っ た 。 そ の 後 、 常 温 ま で 冷 却 し た 反 応 液 を エ タ ノ ー ル ３ ０ ０ ０ 質 量 部 に 滴 下 し て 再 沈 殿  
を 行 い 、 得 ら れ た 生 成 物 を ろ 別 し た 。 続 い て こ の 生 成 物 に メ タ ノ ー ル １ ０ ０ ０ 質 量 部 を 加  
え て 室 温 で ３ 時 間 撹 拌 洗 浄 し た 。 上 記 の 洗 浄 操 作 を ３ 回 繰 り 返 し 、 得 ら れ た 澱 粉 を ４ ０ ℃  
で 終 夜 真 空 乾 燥 し て 、 置 換 度 １ ． ２ の カ ル ボ キ シ メ チ ル 化 澱 粉 「 澱 粉 － １ ０ 」 を 得 た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
［ 実 施 例 ２ ４ ］
　 変 性 ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 重 合 体 （ Ａ ） と し て 、 Ｐ Ｖ Ｏ Ｈ － １ に 代 え て Ｐ Ｖ Ｏ Ｈ － ８ を 用  
い 、 可 塑 剤 （ Ｃ ） の 添 加 量 を 表 ３ に 示 す よ う に 変 更 し た こ と 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て  
目 的 の 成 形 体 を 得 た 。
  実 施 例 １ と 同 様 に し て 成 形 体 を 得 た 。
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